
所沢市医師会学術講演会 

 

平成２７年１１月１２日（木）１９：１５～（本講演は１９：３０～） 

ベルヴィ ザ・グラン 

座長 平沢記念病院 院長 平澤 秀人 先生 

講師 東京医科大学 精神医学分野 主任教授  井上 猛 先生 

       「うつ病一次治療無効例についての診断と治療」 

 

抄 録 

現在日本でうつ病に保険適応が承認されている薬剤はSSRI、SNRI, NaSSA、三環系抗う

つ薬、四環系抗うつ薬、スルピリドなど20種類になる。作用機序は異なるが、それぞれの抗

うつ薬に対するうつ病の反応率は約60-70%、寛解率は約30%である。いうまでもなく、うつ病

治療の最終目標は寛解であり、最初の抗うつ薬で治療を開始しても不耐性や非反応など

の理由で、約70%の患者は十分に改善しないため、次の治療対応が必ず必要となる。最初

の抗うつ薬で寛解に至らなかった場合、抗うつ薬の増量、抗うつ薬の変更、抗うつ薬以外

の薬剤による増強療法、最初の抗うつ薬に２番目の抗うつ薬の併用、などが次の治療対応

として考えられる。本講演ではうつ病一次治療無効例の診断と治療について最近のトピック

スを紹介したい。 

 

略 歴 

昭和 59年 3月 北海道大学医学部医学科卒業 

昭和 59年 6月  北海道大学医学部附属病院医員（研修医） 

昭和 60年 7月  市立小樽第二病院精神科勤務 

昭和 62年 7月  北海道大学医学部附属病院医員 

平成元年 8月  市立室蘭総合病院祝津分院精神科勤務 

平成元年 12月  北海道大学医学部附属病院医員 

平成 5年 4月  北海道大学医学部附属病院助手 

平成 12年 11月 北海道大学医学部附属病院講師 

平成 15年 10月 北海道大学病院講師 

平成 24年 9月  北海道大学大学院医学研究科精神医学分野准教授 

平成 25年 2月  北海道大学病院精神科神経科診療教授兼務 

平成 27年 5月  東京医科大学病院メンタルヘルス科 科長 

   東京医科大学精神医学分野 主任教授 

    現在に至る 



 

 



 

 


